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　◆研究キーワード　／　Keywords

 氏名： 小坂　圭太　（KOSAKA Keita）
 所属： 人間文化創成科学研究科文化科学系
 学位： 音楽修士 (1987、東京芸術大学 )
 職名： 准教授
 専門分野： ピアノ演奏学
 E-mail： kosaka.keita@ocha.ac.jp

ピアニズムの発展／ pianism

・東京オペラシティー「コンポージアム 2007」西村朗個展「2 台のピアノとオーケストラのヘテロフォニー」
ソリスト（第 2 ピアノ）　2007．5

・湘南台トワイライトシリーズ　シューベルト作曲ピアノ五重奏曲「鱒」共演：クアルテット・エクセルシオ
他　主催：藤沢市藝術文化振興財団　2007．11

・アール・レスピラン定期演奏会　マーラー作曲ピアノ四重奏曲断章　他　紀尾井ホール　2007．11

　今年度も、ベートーヴェンと近代の作品を中心に演奏活動を行った。

　◆主要業績

　◆研究内容　／　Research Pursuits
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　◆教育内容　／　Educational Pursuits

　研究内容を踏まえ、腕・手首・指先の分担を意識しながら演奏する習慣を定着させるべく、様々な試みを行っ
た。演習形式の授業として、数年次に亘る予定で、ピアノエチュードの歴史を編年体で実際に音を出しながら
検証した。
　又 2006 年度に、不世出の大ピアニスト、コルトーの著したフランス音楽の本を参考書に、近代フランスの
隠れたピアノ曲の鉱脈を探ると同時に、演奏家の書く含みやほのめかしの多い文章から何を読み取るかの実例
の検証を行った。それを踏まえ、2007 年度はドビュッシーを取り上げた。
　恒例のピアノアンサンブルは、ヴァイオリンを取り上げ山田百子氏を迎えて行った。

・前述の諸テーマの継続・展開
・今後ますますフラット化（客観化・相対化）してゆくであろう学問と、あくまでも西洋近代の或る時代の思

考と美意識の反映を引きずるピアノという楽器によって身体感覚として擦り込まれた真実との、矛盾や齟齬
を縫い合わせる試み

・J.S. バッハ以前の鍵盤作品とその受容史

　◆研究計画




